
61

日本政府は、残業も含めた週あたりの最長平均労働時間を48時間以内に制限すべきである。是か非か。

■
講
演
者
…
…
ア
メ
リ
カ
代
表
チ
ー
ム
学
生
、
本
学
学
生

■
コ
メ
ン
ト
…
…
ル
ー
ス
・
Ｊ
・
ビ
ア
マ
ン（
ラ
ン
ド
ル
フ
・
メ
イ

コ
ン
大
学
助
教
授
、
同
大
学
デ
ィ
ベ
ー
ト
・
ス
ピ
ー
チ
部
監
督
）

■
司　

会
…
…
…
田
島
慎
朗
（
本
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科 

准
教
授
）

■
使
用
言
語
…
英
語

は
じ
め
に

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
デ
ィ
ベ
ー
ト
協
会
と
全
米
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
会
の
国
際
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
委
員
会

（Com
m
ittee on International Discussion and Debate, N

ational 
Com

m
unication Association

）が
共
催
し
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ（
株
式
会
社

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
が
特
別
協
賛
し
た
二
〇
一
九
年
度
の

日
米
交
歓
デ
ィ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
・
日
本
ツ
ア
ー
の
訪
問
校
の
一
つ
に
本

学
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
国
際
デ
ィ

ベ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
は
多
く
あ
る
が
、
こ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
潮
流
の
中
に
そ
の
源
泉

が
あ
る
。
全
米
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
は
そ
の
誕
生
以
降
、
イ
ギ

リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
国
際
デ
ィ
ベ
ー
ト
交
流
を

行
っ
て
き
た
）
1
（

。
日
本
と
の
交
流
は
一
九
六
七
年
か
ら
続
く
も
の
で
、
現

在
で
は
基
本
的
に
隔
年
ご
と
に
日
米
両
国
か
ら
デ
ィ
ベ
ー
ト
チ
ー
ム
を

派
遣
し
あ
っ
て
い
る
）
2
（

。
二
〇
一
九
年
度
は
日
本
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
代
表
チ
ー
ム
は
コ
ル
テ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
氏
（M

r. Colten 
W
hite 

ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校
）
と
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
コ
ウ

ネ
ス
キ
ー
氏
（M

s. Caroline Kouneski 

ラ
ン
ド
ル
フ
・
メ
イ
コ
ン

大
学
）
で
、
コ
ー
チ
は
ル
ー
ス
・
Ｊ
・
ビ
ア
マ
ン
博
士
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
今
回
行
わ
れ
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

そ
の
後
、
今
回
交
わ
さ
れ
た
議
論
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
最
後
に
、
ビ

ア
マ
ン
博
士
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
と
見
学
者
と
の
質
疑
応
答
を
紹
介
し
て
、

ま
と
め
に
か
え
る
。

二
〇
一
九
年
六
月
六
日　

開
催

《
日
米
交
歓
デ
ィ
ベ
ー
ト
報
告
》

日
本
政
府
は
、
残
業
も
含
め
た
週
あ
た
り
の
最
長
平
均
労
働
時
間
を
四
八

時
間
以
内
に
制
限
す
べ
き
で
あ
る
。
是
か
非
か
。 

田
島
慎
朗
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デ
ィ
ベ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
概
要

デ
ィ
ベ
ー
ト
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
語
で
も
英
語
で
も
定
義
が
幅
広

く
、
議
論
の
交
換
や
話
し
合
い
と
い
っ
た
意
味
あ
い
で
使
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
行
わ
れ
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
、
組
織
さ
れ
た

一
連
の
流
れ
を
厳
密
な
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
の
も
と
遂
行
す
る
、
競
技
の

形
式
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
教
育
手
法
と
し
て
発
展
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
教
育
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
。
教
育
デ
ィ
ベ
ー

ト
の
特
徴
は
、
参
加
者
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
一
つ
の
ト
ピ
ッ
ク

と
、
そ
れ
に
対
す
る
立
場
（
肯
定
側
あ
る
い
は
否
定
側
）
を
定
め
ら
れ
、

複
数
の
特
定
の
役
割
を
与
え
ら
れ
た
ス
ピ
ー
チ
と
、
そ
れ
に
対
す
る
質

疑
応
答
を
経
て
、
議
論
を
収
斂
さ
せ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
は
戦
略
的
に
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ス
ピ
ー

カ
ー
の
信
条
や
価
値
観
と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
教
育
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
デ
ィ
ベ
ー

タ
ー
以
外
の
人
間
が
客
観
的
な
立
場
か
ら
試
合
全
体
を
見
学
し
、
最
後

に
投
票
を
行
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
大
学
対
抗
戦
な
ど
の
競
技
デ
ィ

ベ
ー
ト
の
場
合
、
審
判
は
あ
ら
か
じ
め
そ
の
役
割
を
定
め
ら
れ
た
デ
ィ

ベ
ー
ト
経
験
者
が
行
う
こ
と
が
多
い
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
一

般
の
観
客
を
対
象
と
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
場
合
、
観
客

に
真
剣
に
聞
い
て
ト
ピ
ッ
ク
の
内
容
や
ス
ピ
ー
チ
の
技
術
を
学
ぶ
機
会

を
与
え
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
後
に
観
客
の
投
票
を
求
め
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
今
回
は
、
大
学
生
だ
け
で
な
く
社
会
人
、
高
校
生
と

引
率
教
員
を
含
む
約
八
〇
名
の
見
学
者
が
集
ま
っ
た
。

教
育
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
、
判
的
思
考
能
力
、
論
理
的
思
考
能
力
、
口
頭

発
表
能
力
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
、
現
在
日
本
で
は
複
数
の
言
語
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
で
、
学
校

の
教
室
や
高
校
の
部
活
動
、
大
学
・
社
会
人
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、

幅
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

で
主
に
発
展
し
て
き
た
エ
ビ
デ
ン
ス
重
視
型
（evidence-based

）
の

政
策（policy
）デ
ィ
ベ
ー
ト
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
が
、
こ
の
ス

開会の辞を述べるロバート・デシルバ副学長
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表1：タイムテーブルとスピーカー名

英語 日本語訳 時　間
（分） 担当者

Affi  rmative 
constructive speech 肯定側　立論スピーチ 5 井口愛彩、

英米語学科四年

Preparation time 準備時間 1

Cross-examination 否定側からの質疑 3

Negative constructive 
speech 否定側　立論スピーチ 5 鈴木詩乃、

英米語学科二年

Preparation time 準備時間 1

Cross-examination 肯定側からの質疑 3

Preparation time 準備時間 2

Negative attack speech 否定側　反論スピーチ 3 梅田春菜、
英米語学科三年

Cross-examination 肯定側からの質疑 2

Affi  rmative attack 
speech 肯定側　反論スピーチ 3

Caroline Kouneski, 
Randolph-Macon 
College

Cross-examination 否定側からの質疑 2

Preparation time 準備時間 2

Affirmative defense 
speech 肯定　再構築スピーチ 2 三島エルネスト、

英米語学科三年

Negative defense 
speech 否定　再構築スピーチ 2 岡野未来、

英米語学科四年

Preparation time 準備時間 3

Affi  rmative summary 
speech 肯定　総括スピーチ 3 Colten White, University 

of Nebraska-Lincoln

Negative summary 
speech 否定　総括スピーチ 3 高柳慶汰、

英米語学科三年

Total 計 45
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タ
イ
ル
を
と
る
と
情
報
収
集
能
力
や
検
証
能
力
、
文
章
読
解
能
力
の
向

上
も
あ
わ
せ
て
期
待
で
き
る
。

今
回
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、「
日
本
政
府
は
、
残
業
も
含
め
た
週
あ
た
り
の

最
長
平
均
労
働
時
間
を
四
八
時
間
以
内
に
制
限
す
べ
き
で
あ
る
。
是
か

非
か
。（Resolved: That the Japanese governm

ent should 
lim
it the w

eekly m
axim

um
 average w

orking hours, including 
overtim

e, to 48 hours
）」
で
あ
る
。
試
合
に
登
壇
し
た
の
は
、
米

国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
代
表
チ
ー
ム
と
執
筆
者
の
田
島
慎
朗
の

担
当
す
る
「D

ebate A

」
ク
ラ
ス
の
受
講
者
で
あ
っ
た
。

論
題
を
支
持
す
る
肯
定
側（the affi  rm

ative side

）は
本
学
の
学
生

二
人
と
米
国
代
表
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
が
混
成
チ
ー
ム
を
作
っ
て
担
当
、
否

定
側
（the negative side

）
は
本
学
チ
ー
ム
が
担
当
し
た
。
タ
イ
ム

テ
ー
ブ
ル
は
、
初
心
者
に
も
親
し
み
や
す
い
全
国
高
校
英
語
デ
ィ
ベ
ー

ト
連
盟
で
考
案
さ
れ
た
も
の
）
3
（

を
一
部
改
定
し
て
使
用
し
た
。
タ
イ
ム

テ
ー
ブ
ル
と
ス
ピ
ー
カ
ー
名
は
前
頁
（
表
1
）
を
参
照
。

議
論
の
概
要

こ
こ
で
は
、
議
論
の
詳
細
を
示
す
。
な
お
、
ス
ピ
ー
カ
ー
は
そ
の
都

度
カ
ッ
コ
に
入
れ
て
表
す
こ
と
と
し
、
質
疑
は
チ
ー
ム
戦
で
あ
っ
た
た

め
質
問
者
・
応
答
者
と
も
特
定
し
な
い
。
ま
た
、
各
議
論
は
証
拠
資
料

と
併
せ
て
提
出
さ
れ
た
が
、
資
料
の
詳
細
は
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

肯
定
側
は
、
立
論
ス
ピ
ー
チ（
井
口
愛
彩
）で
Ｅ
Ｕ
労
働
指
令
に
な
ら

い
労
働
者
の
勤
務
時
間
を
週
四
八
時
間
ま
で
と
す
る
政
策
案
を
述
べ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
政
策
が
実
行
さ
れ
る
と
、
労
働
者
の
心
身
の
状
態
が
向

上
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
過
労
死
を
防
ぎ
、
ま
た
日
本
企
業
の
生
産
性
が

向
上
す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
証
明
し
た
。

肯
定
側
立
論
に
対
し
て
、
否
定
側
は
質
疑
を
行
っ
た
。
生
産
性
に
つ

い
て
、
オ
フ
ィ
ス
労
働
や
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
、
そ
も
そ
も
生
産
性
を
ど

う
測
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
を
尋
ね
た
。
肯
定
側
は
、
数
字
と
し
て
表

れ
る
業
績
だ
け
で
な
く
仕
事
の
質
に
差
が
出
る
と
答
え
た
。
で
は
、
そ

う
い
う
ケ
ー
ス
で
は
結
局
数
字
に
表
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
か
と
い
う

質
問
に
対
し
、
肯
定
側
は
間
接
的
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど
の
会
社
外
の
数
字
に

も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
表
れ
て
く
る
と
答
え
た
。

そ
の
後
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
否
定
側
は
立
論
へ
の
反
論
を
行
っ
た
（
梅

田
春
菜
）。
一
つ
目
の
反
論
は
、
オ
フ
ィ
ス
労
働
や
サ
ー
ビ
ス
労
働
に
つ

い
て
は
、
そ
も
そ
も
生
産
性
を
測
れ
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
二
つ

目
に
、
日
本
の
会
社
文
化
は
長
時
間
労
働
や
そ
れ
に
と
も
な
う
会
社
へ

の
忠
誠
心
を
美
徳
と
し
て
お
り
、
政
策
を
導
入
し
て
も
現
状
の
文
化
は

変
え
ら
れ
な
い
と
論
じ
た
。
三
つ
目
に
、
政
策
を
実
行
し
て
社
内
規
則

が
変
わ
っ
て
も
、
従
業
員
は
「
持
ち
帰
り
」
の
家
で
の
仕
事
を
し
て
し

ま
い
、
実
際
の
労
働
時
間
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
論
じ
た
。

否
定
側
の
反
論
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
て
、
肯
定
側
は
質
疑
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
二
つ
目
の
会
社
文
化
に
つ
い
て
、
会
社
文
化
が
伝
統
的
に
長
時

間
労
働
を
強
い
る
も
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な
政
府
の
規
制
が
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あ
る
地
域
で
実
際
の
労
働
時
間
が
減
っ
た
と
い
う
統
計
が
出
て
い
る
の

か
と
い
う
質
問
が
な
さ
れ
た
。
否
定
側
は
、
日
本
は
特
別
に
長
時
間
働

く
こ
と
に
対
す
る
美
徳
が
あ
る
の
だ
と
答
え
た
。
次
に
、
肯
定
側
は
特

定
の
習
慣
が
文
化
の
一
部
だ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
そ
の
習
慣
が
良
い

こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
。
そ
れ
に
対
し
、
否
定
側
は
、
政

府
に
よ
る
規
制
は
企
業
文
化
を
変
え
る
に
不
十
分
で
あ
る
と
答
え
た
。

否
定
側
は
、
立
論
ス
ピ
ー
チ（
鈴
木
詩
乃
）で
肯
定
側
政
策
案
は
東
ア

ジ
ア
へ
の
緊
張
を
も
た
ら
す
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
論
じ
た
。
二
〇
一

九
年
六
月
時
点
で
肯
定
側
プ
ラ
ン
を
採
択
す
る
と
、
現
在
の
企
業
連
合

体
と
の
連
携
を
失
い
、
安
倍
首
相
は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
で
政

治
的
資
本
（political capital

）
を
失
う
。
特
に
、
同
年
七
月
の
参
議

院
選
を
直
前
に
控
え
て
こ
の
よ
う
な
政
策
は
政
権
に
は
傷
手
に
な
る
と

論
じ
た
。
そ
の
結
果
、
外
交
に
手
が
回
ら
な
く
な
り
、
朝
鮮
半
島
の
不

安
定
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

否
定
側
立
論
に
対
し
て
、
肯
定
側
は
質
疑
を
行
っ
た
。
最
初
の
質
問

は
、
な
ぜ
朝
鮮
半
島
の
安
定
に
安
倍
首
相
の
政
治
的
資
本
が
大
事
な
の

か
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
否
定
側
は
、
安
倍
首
相
の
振
る
舞
い
が
米
国

と
韓
国
、
北
朝
鮮
の
動
き
に
は
大
事
な
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
次

の
質
問
は
、
安
倍
首
相
抜
き
で
ア
メ
リ
カ
と
北
朝
鮮
の
安
定
化
は
可
能

な
の
か
を
尋
ね
る
も
の
だ
っ
た
。
否
定
側
は
、
安
倍
首
相
は
今
ま
で
米

国
・
北
朝
鮮
両
国
に
対
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
日

本
国
内
で
そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
の
は
安
倍
首
相
し
か
い
な
い
と
説
明

し
た
。
最
後
に
、
具
体
的
に
安
倍
が
行
っ
た
政
策
の
な
か
で
朝
鮮
半
島

の
安
定
化
に
寄
与
し
た
も
の
は
あ
る
か
と
質
問
し
た
。
し
か
し
、
否
定

側
は
そ
れ
に
答
え
る
時
間
は
十
分
に
な
く
、
そ
の
ま
ま
質
問
時
間
は
終

了
し
た
。

そ
の
後
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
肯
定
側
は
立
論
へ
の
反
論
を
行
っ
た

（Caroline Kouneski

）。
反
論
は
二
つ
で
、
一
つ
目
は
、
安
倍
首
相
以

外
で
も
近
隣
諸
国
に
対
す
る
外
交
は
正
し
く
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
二
つ
目
は
、
外
交
問
題
よ
り
も
国
内
経
済
を
正
常

化
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
就
業
時
間
が
減
れ

ば
日
本
人
が
関
係
を
育
む
環
境
が
整
え
ら
れ
、
少
子
化
解
決
に
繋
が
る

こ
と
か
ら
経
済
全
体
に
寄
与
す
る
と
い
う
旨
が
論
じ
ら
れ
た
。

肯
定
側
の
反
論
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
て
、
否
定
側
は
質
疑
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
国
民
は
時
間
が
あ
れ
ば
結
婚
し
子
ど
も
が
出
来
る
可
能
性
が
高

ま
る
の
か
を
質
問
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
肯
定
側
は
、
も
し
も
っ
と
時

間
が
あ
れ
ば
好
き
な
こ
と
を
す
る
時
間
が
増
え
る
と
い
う
の
が
言
い
た

い
こ
と
で
、
そ
れ
に
は
家
族
の
時
間
も
含
ま
れ
る
と
答
え
た
。
次
に
、

結
婚
し
た
り
子
ど
も
を
も
う
け
た
り
す
る
の
に
も
お
金
が
か
か
る
け
れ

ど
、
そ
の
部
分
は
ど
う
す
る
の
か
と
質
問
し
た
。
肯
定
側
は
、
解
決
性

で
述
べ
た
通
り
生
産
性
が
上
が
れ
ば
そ
れ
は
賃
金
に
反
映
さ
れ
、
そ
の

分
金
銭
的
な
余
裕
が
で
き
る
と
答
え
た
。

そ
の
後
、
試
合
は
双
方
の
議
論
の
再
構
築
（
再
反
論
）
へ
と
移
っ
た
。

ま
ず
肯
定
側
の
再
構
築
ス
ピ
ー
チ（
三
島
エ
ル
ネ
ス
ト
）は
、
否
定
側
反
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論
ス
ピ
ー
チ
で
な
さ
れ
た
各
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
再
反
論
を
行
っ
た
。

ま
ず
一
点
目
、
オ
フ
ィ
ス
労
働
で
生
産
性
は
測
れ
な
い
と
い
う
点
に
つ

い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
オ
フ
ィ
ス
労
働
で
は
そ
の
質
的
側
面
が
向
上
す
る

と
述
べ
た
。
二
つ
目
の
会
社
文
化
に
つ
い
て
、
会
社
の
規
則
が
変
わ
り
、

そ
こ
で
働
く
人
々
の
意
識
が
変
わ
れ
ば
、
文
化
も
変
わ
る
こ
と
が
あ
る

と
述
べ
た
。
こ
の
点
で
、
肯
定
側
は
米
国
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
が
行
っ

た
人
種
差
別
に
対
す
る
見
識
の
変
化
を
例
に
挙
げ
た
。
三
つ
目
の
「
持

ち
帰
り
」
の
家
で
の
仕
事
に
つ
い
て
、
も
し
会
社
で
の
生
産
性
が
上
が

れ
ば
、
新
た
に
人
々
を
雇
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
肯
定
側
メ
リ
ッ
ト
の
生
産
性
の
解
決
性
は
確
保
さ
れ
る
こ
と

を
述
べ
て
ス
ピ
ー
チ
を
終
え
た
。

否
定
側
の
再
構
築
ス
ピ
ー
チ（
岡
野
未
来
）は
、
ま
ず
外
交
問
題
を
扱

う
う
え
で
安
倍
首
相
が
現
在
ベ
ス
ト
で
あ
り
、
唯
一
の
人
物
で
あ
る
こ

と
を
証
明
し
た
。
続
い
て
、
プ
ラ
ン
を
実
行
し
て
も
、
国
民
は
結
婚
・

出
産
に
か
か
る
諸
費
用
を
計
算
す
る
た
め
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は

少
子
化
の
解
決
は
難
し
い
と
再
反
論
し
た
。

肯定側の本学、米国代表混成チーム

否定側の本学チーム

司会の田島先生
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肯
定
側
の
総
括
（Colten W

hite

）
は
、
肯
定
側
最
後
の
ス
ピ
ー
チ

と
し
て
全
体
の
ま
と
め
を
行
っ
た
。
ま
ず
生
産
性
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

解
決
性
の
可
能
性
は
高
く
、
そ
の
結
果
経
済
全
体
が
上
向
き
に
な
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
と
論
じ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
否
定
側
の
論
じ
る
紛

争
か
ら
核
戦
争
に
至
る
可
能
性
は
低
く
、
信
用
す
る
に
足
り
な
い
と
論

じ
た
。

そ
の
後
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
同
年
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
金
正

恩
と
の
直
接
的
な
や
り
と
り
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の
発
言
に
触
れ
、
安
倍

が
ど
ん
な
こ
と
を
や
ろ
う
が
北
朝
鮮
の
安
定
に
は
関
係
な
い
と
論
じ
た
。

ま
た
、
肯
定
側
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
国
内
経
済
が
安
定
す
る
こ
と
は
、
ひ

い
て
は
地
域
の
安
定
化
に
つ
な
が
り
、
地
域
紛
争
を
防
ぐ
可
能
性
が
あ

る
と
論
じ
た
。

そ
の
後
、
肯
定
側
の
メ
リ
ッ
ト
に
戻
り
、
解
決
性
の
確
実
性
と
重
要

性
の
強
調
を
行
っ
て
、
肯
定
側
に
投
票
す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

否
定
側
の
総
括（
高
柳
慶
汰
）は
、
ま
ず
デ
メ
リ
ッ
ト
で
安
倍
首
相
の

大
切
さ
を
訴
え
た
。
安
倍
首
相
は
十
年
以
上
こ
の
問
題
に
携
わ
っ
て
き

て
お
り
、
ま
た
北
朝
鮮
問
題
は
彼
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
一
つ
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
先
日
行
わ
れ
た
サ
ミ
ッ

ト
で
の
米
国
と
の
取
り
決
め
に
も
現
れ
て
い
る
と
論
じ
た
。

ま
た
、
肯
定
側
メ
リ
ッ
ト
と
の
比
較
と
し
て
、
も
し
紛
争
や
核
戦
争

が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
悲
惨
さ
を
訴
え
た
。
も
し
こ
の
よ
う
な

状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
経
済
を
含
む
多
く
の
も
の
が
破
壊
さ
れ

て
し
ま
い
、
修
復
不
可
能
に
な
る
と
論
じ
た
。

ま
た
、
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、「
持
ち
帰
り
」
の
仕
事
を
す
る
か
ど

う
か
が
再
反
論
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
を
含
め
て
、
企
業
文
化
の
変

化
に
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
い
う
点
を
強
調
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
生
産
性
は
あ
が
ら
ず
、
雇
用
者
の
数
は
増
え
ず
、
子
ど
も
が
増
え

る
可
能
性
も
少
な
い
と
論
じ
た
。
結
論
と
し
て
、
肯
定
側
プ
ラ
ン
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
紛
争
や
最
悪
の
核
戦
争
の
可
能
性
を
案
じ
て
、

プ
ラ
ン
は
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
論
じ
た
。

ディベートについてコメントするビアマン
博士
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ま
と
め

試
合
の
後
に
は
、
コ
ー
チ
の
ビ
ア
マ
ン
博
士
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
述

べ
ら
れ
た
。
以
下
三
点
に
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

一
、 

質
疑
応
答
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
お
け
る
質
疑

応
答
は
と
て
も
大
切
で
、
ビ
ア
マ
ン
博
士
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
ク
ラ

ス
の
履
修
生
に
は
、
そ
の
ス
キ
ル
を
使
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
・
Ｃ
・

で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
働
い
て
い
る
人
も
い
る
。
こ
の
試
合

で
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
否
定
側
か
ら
の
、
ど
う
生
産
性
を

測
る
の
か
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
、
否

定
側
が
反
論
し
た
生
産
性
と
は
工
場
労
働
に
お
け
る
製
品
の
数
の

よ
う
な
も
の
に
喩
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
肯
定
側
が
提

示
す
る
生
産
性
と
は
質
に
関
わ
る
も
の
で
、
精
神
的
・
肉
体
的
に

健
全
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
肯
定
側
に
よ
る
安
倍
首
相
の
行
っ
た
政
策
を
具
体
的
に

聞
く
質
問
も
良
か
っ
た
。
こ
の
政
策
が
他
の
党
で
も
取
る
こ
と
が

出
来
た
り
、
後
に
失
敗
が
証
明
さ
れ
た
り
す
れ
ば
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
成
立
す
る
か
ど
う
か
に
関
わ
っ
て
く
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

質
問
は
双
方
か
ら
為
さ
れ
た
良
い
質
問
の
例
で
あ
る
。

二
、 

双
方
の
総
括
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
。
総
括
ス
ピ
ー
チ

は
、
今
ま
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
繰
り
返
す
だ
け
で
は
な
く
、
双
方
が

提
示
す
る
議
論
の
「
世
界
観
」
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回

の
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
、
肯
定
側
・
否
定
側
そ
れ
ぞ
れ
の
総
括
ス

ピ
ー
チ
が
良
く
練
ら
れ
、
ま
た
試
合
の
流
れ
に
対
応
し
な
が
ら
、

説
得
的
な
「
世
界
観
」
が
提
示
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
、
総
括
ス
ピ
ー
チ
は
独
自
の
基
準
に
よ
っ
て
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
す
る
。
今
回
の
試
合
で
は
、
双
方
と
も

そ
れ
が
良
く
で
き
て
い
た
。
肯
定
側
は
「
確
率
の
大
小
」
の
観
点

か
ら
、
否
定
側
は
「
被
害
の
大
小
」
の
観
点
か
ら
ま
と
め
ら
れ
て

い
た
。

三
、 「
タ
イ
ム
・
フ
レ
ー
ム
」
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
。
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
れ
が
起
こ
る
ま
で
、
起
こ
る
間
、
そ
し
て
起
こ
っ

て
か
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
時
間
の
流
れ
と
共
に
捉
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
北
朝
鮮
と
交
渉
を
行
う
の
に
ど
れ
だ
け
の
長
い
期
間
が

必
要
に
な
る
の
か
、
交
渉
が
決
裂
し
た
場
合
メ
リ
ッ
ト
は
起
こ
る

の
か
、
日
本
の
企
業
文
化
が
変
わ
る
に
は
ど
れ
だ
け
の
長
い
時
間

が
必
要
な
の
か
、
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る
時

に
は
時
間
の
流
れ
と
い
う
視
点
が
役
に
立
つ
。

そ
の
後
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
聞
い
て
い
た
聴
衆
か
ら
の
質
問
が
受
け
付
け

ら
れ
た
。
質
問
と
答
え
を
、
以
下
五
点
に
ま
と
め
る
。

一
、 

試
合
後
の
コ
メ
ン
ト
で
、「
ど
ち
ら
が
よ
り
良
い
議
論
を
提
示
し
た
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か
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。「
よ
り
良
い

政
策
案
は
何
か
」
で
は
な
い
理
由
は
何
か
。

政
策
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
試
合
で
あ
っ
て
も
、
政
策
案（
ポ
リ
シ
ー
）

以
外
に
投
票
し
て
は
い
け
な
い
理
由
は
な
い
。
私
は
ど
の
デ
ィ

ベ
ー
ト
で
も
審
判
を
す
る
時
「
ど
ち
ら
が
よ
り
良
い
議
論
を
し
た

か
」
と
い
う
基
準
で
投
票
を
す
る
。Prim

a facie affi  rm
ative 

case

やstock issues
の
話
が
あ
る
の
は
理
解
し
て
い
る
が
、
現

在
そ
う
し
た
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
の
規
範
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。

二
、 

六
月
四
日
に
初
め
て
日
本
に
来
て
、
今
ま
で
過
ご
し
て
み
た
感
想

は
ど
う
か
。

（
ホ
ワ
イ
ト
氏
）日
本
で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
文
化
が
、
米
国
の
デ
ィ

ベ
ー
ト
文
化
に
と
て
も
似
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
る
。
何
十
年

も
前
に
日
本
に
渡
っ
て
、
そ
れ
ま
で
綿
々
と
引
き
継
が
れ
て
き
た

も
の
や
、
こ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
ス
ピ
ー
チ
順
の
よ
う
に
独
自
に
発

展
し
て
き
た
部
分
も
見
て
と
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
を

通
じ
て
、
日
本
で
独
自
に
発
展
し
て
き
た
部
分
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

が
あ
る
の
か
を
も
っ
と
学
び
た
い
。

（
コ
ウ
ネ
ス
キ
ー
氏
）外
国
語
で
こ
こ
ま
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
出
来
る

と
い
う
こ
と
に
驚
い
た
。
米
国
で
は
、
外
国
語
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を

や
る
と
い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

他
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
色
々
と
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し
て
い
る
学
生
が

多
い
の
も
驚
い
た
。
自
分
は
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ー
形
式
で
し
か

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
ツ
ア
ー
で
行
く
と
こ
ろ
で

は
複
数
の
形
式
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

三
、
安
倍
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
い
う
論
理
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
。

安
倍
首
相
の
大
き
な
支
持
母
体
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の
人
た

ち
に
と
っ
て
、
肯
定
側
政
策
案
は
寝
耳
に
水
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
安
倍
首
相
は
支
持
母
体
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
失
う
か
、

対
応
に
多
く
の
資
本
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
政
治

の
場
か
ら
身
を
引
く
か
、
外
交
対
応
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
と
い
う

ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
。
ま
た
、
安
倍
内
閣
は
既
に
「
働
き
方
改
革
」

を
実
行
し
て
お
り
、
実
質
的
に
そ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
に
な
る
か

ら
、
信
用
を
失
う
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

四
、 

こ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
お
け
る
最
も
大
き
な
争
点
は
何
だ
っ
た
と
思

う
か
。

良
い
質
問
で
す
ね
。
最
も
大
き
な
争
点
と
し
て
、
国
内
問
題
対

国
際
問
題
と
い
う
の
が
あ
る
と
思
う
。
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
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ん
、
そ
れ
で
良
い
で
し
ょ
う
か
？
（
一
同
賛
同
）

五
、 
卒
業
生
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
話
を
さ
れ
て
い
た
が
、
就
職
面
接

に
お
け
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
役
割
と
、
面
接
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
は

何
か
。

日
本
に
お
け
る
就
職
面
接
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら

な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
就
職
面
接
の
経
験
か
ら
言
う
と
、
練
習
が

大
事
だ
と
思
う
。
面
接
で
は
、
全
体
的
な
ム
ー
ド
か
ら
、
長
所
・

短
所
の
理
解
な
ど
、
質
問
は
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
、
最
近
は
ス

カ
イ
プ
な
ど
を
使
う
こ
と
も
あ
る
。
私
は
友
達
と
面
接
の
練
習
を

し
た
が
、
ど
う
答
え
た
ら
良
い
か
、
よ
り
良
い
答
え
方
は
あ
る
か
、

な
ど
を
勉
強
し
た
。
で
す
の
で
、
練
習
が
大
事
だ
と
思
う
。

ま
た
、
こ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
観
客
に
投
票
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

結
果
、
肯
定
側
に
よ
り
多
く
の
票
が
集
ま
っ
た
。

注（1） 

詳
細
は
国
際
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
委
員
会
の

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
参
照
。https://w

w
w
.natcom

.org/
convention-events/nca-sponsored-events/com

m
ittee-

international-discussion-and-debate

（2） 

詳
細
は
日
本
デ
ィ
ベ
ー
ト
協
会
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

http://japan-debate-association.org/en/sem
inar/

exchange/history

（3） 

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
参
照
。http://henda.global
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日本政府は、残業も含めた週あたりの最長平均労働時間を48時間以内に制限すべきである。是か非か。

ビアマン博士とディベーターの皆さん




